
海辺の砂地に生える多年草。地下茎は長く、茎は細かく枝をわけ、下部は斜上し、上部は開出する。葉は
多肉で、長楕円形、先は鋭形、長さ1-4cm、幅4-20mm、対生した葉の基部は互いに合生する。花期は6-9

月。花は頂生か腋生し、花弁は白色、倒卵形で、萼とほぼ同長。

1974年以降確認されていない。生育地（香美町）は工事で消失した。

－

EX

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Honckenya  peploides  (L.) Ehrh. subsp. major  (Hook.) Hultén

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

香美町

■ 国内分布

北海道、本州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 特殊な分布

ナデシコ科

兵庫県ランク…ハマハコベ
環境省ランク… －


